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シグマ4型2号機における気圧測定

富　永　五　郎・金 文沢・和波衛身

1．　用いた気圧計とその取りつけ

　a．用いた気圧計は定温度型ピラニ圧力計であって，

さきにカッパ6型での測定に用いたものとほぼ同じであ

　　　　　　　　　　　　　　　る1）．すなわち，感

　　　　　　　　　　　　　　　圧部は第1図に示す
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　　　　　　　　　　　　　　　の真ちゅう管のほぼ

　　　　　　　　　　　　　　　中心線に一致して長
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第1図　ピラニ管球の寸法

さ約15mm，太さ
25μの白金フィラメ

ントが張ってある．

　電気回路はトラン

ジスタ（OC71×1－

OC19×2）による低

周波発振回路（周波

数約1kc）で，さき

忙述べた感圧素子を含むブリッジ回路がこの発振回路の

正韻還回路に挿入されている．そうしてフィラメントを

とりかこむ雰囲気の圧力いかんにかかわらず，その抵抗

すなわちフィラメントの温度はつねに一定に保たれる．

われわれの場合はフィラメントの温度は約200°Cに調

整されている．測定すべき気圧は，フィラメントがあら

かじめ調整された温度になるためにブリッジに印加され

る電圧によって，知ることができる．この電圧は整流さ

れてテレメータに与えられる（0～5V．　DC）．測定可能

な範囲は10～0．01mmHg，高度にして約30～80　kmで

ある．

　b．　気圧計の取付位置および方法　気圧計の取付位置

および方法を第2図，第3図に示す．これによって取付

・位置のLID　－7．76で，静圧を示す位置として満足しう

る2）．ピラニ管球はその測定原理からして管壁の温度変
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第3図　気圧計のとりつけ方法

化をなるべくさける必要がある．そのため第3図に示す

ように，ロケット外壁との間にはテフロン製アダプタを

おき，内部の気体の対流による影響をさけるために管球

をとりつけたあとそのまわりを発泡ポリウレタンで厚く

保護した．

　C．　ピラニ管球の時定数　ピラニ管球のフィラメント

が圧力変化に応答する場合の時定数はく0．1secである

ことはたしかめられている．ピラニ管球の容積は1．33

ccで，これが直径2mm，長さ20　mmの導管で外界と

つながっている．この導管のコンダクタンスはもっとも

小さい場合，すなわち分子流として50cc／secと計算さ

れるから，これによる時定数τはたかだか

　　　　τ≦V＿．墜＿0．03、e。

　　　　－u　　　　　　　　　50

である．したがってこの系全体の時定数はたかだか0．1

sec，ロケットの速度を考えに入れて高度一気圧の差は

たかだか100mの程度である．
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第2図　気圧計のとりつけ位置

2．　測定結果

　ピラニ管球外壁の温度は発射時に12°Cでおおよそ直

線的に上昇し300秒後に30°Cになっている．これにっ

いての補正はあらかじめ較正した値を用い，文献1）に

述べた方法によって行なった．補正量はもっとも大きい

ところで電圧にして2％，気圧にして4～6％，高度に

して0．2～0．4kmである．このようにして求めた発射

後の時間一気圧曲線を第4図に，発射後の時問一高度曲

線を第5図に示す．ただし気圧一高度の関係は文献3）

によった．

　t－pの関係より最高高度到達時刻を求める．これは
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第4図　シグマ4型2号機　時間一気圧曲線
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第5図　発射後の時間一高度曲線

同一気圧の点を上昇時にすぎる時刻（tl）と下降時にす

ぎる時刻（t2）の中点として与えられるであろう．
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